
るが，耐久年限も短く保守政も多いので鋼材に波型スレート葺

を採用している。最近では外観もよ く耐久力もある P. s. コ Y

P リートをHJ c 、始めている。(杉回勝美)

りよかくうんそう 旅客運送 旅客すなわち人を五u送するこ

とをいい，物品巡送に対応する訟でjffi ';i~ は営業として行われる。

旅客巡送の特長としては ① 旅客は自主的に行動する ② 

旅客は発地に復帰する場合が多い ③ 旅客五J!送においては安

全 ・正確 ・ 迅速の 3 l}.l!素のほかにとくに快適ということが要求

される等が挙げられる。

旅客迎送は鉄道 ・ 自動車 ・ 海上・航空いずれの巡綿後関でも

行われ，商法では陸上旅客運送(第 590 条以下)と海上旅客運送

(第 777 条以下)とに分けて規定されている。

旅客迎送は通常連送人が委託者(通常は旅客)に対し，旅客す

なわち人を五u送すべきことを約する契約にもとづいて行われ，

またこれに付随してしばしば手荷物の五Jí送が行われている。契

約締結の方式は自由であるが，近代交通俄|草lではmIIエ券が;fIJffl

される。旅客足u送契約は約款による締結(付 合契約)の方式によ

るのが普通である。鉄道そのほか多くの迎送染者は， 原則とし

て五u送の引受を拒絶しえないものとされ， かつ巡送r'i等の主J!送

条件の公示義務を課せられている(鉄道営業法第 6 ・ 3 条，道路

巡送法第 15 ・ 13 条， 海上連送法第 12 ・ 10 条等)。旅答巡送契約

の成立!時期については，来事券購入!時説 ・ 改札時説・乗車時説

等の学説が分れているが，原則として乗車券購入のときに成立

すると L 、う説が有力である。この契約が成立するとその効果と

して，五J!送人は契約の趣旨にしたがって旅客を安全に目的地ま

で巡送しなければならなし、。これが巡送人の第 l の義務であり ，

それに付随して契約および法令にもとづくその他の義務を負う。

またこれに対比、して巡賃請求権その他の権利をfぜることとなる

のである。

鉄道による旅客運送は多数の旅客を対象とし，かつ多分に公

共性を有するものであり ， しかも一般法律である商法または民

法の規定のみでは律しきれないことが少なくないので，特別法

として鉄道営業法があり ， また同法の委任による命令として鉄

道五J!愉規程がある。これらの法規は鉄道運送の基本法令であっ

て，商法とともに鉄道および旅客の桜本的権利義務を定めてい

る。さらに国鉄では旅客および荷物巡送規flIJを定め， 旅客に対

する巡送の約款を一般に公示するとともに，従事Aに対しては

取扱の準mを命令し， その公正 ・ 的確を Jtil している。ほかにな

お旅客五u送にl刻して国有鉄道i!IU't法， 鉄道船納i通し述送規貝;J等

の法規類がある。--'運送。旅客。旅客巡送契約。旅客及び荷

物巡送規則。

参考文献苔安健次郎著述送営業。(菱谷HB l7.i l

りよかくうんそうけいやく 旅客運送契約 商法でしづ 巡送

人すなわち迎送営業者が旅客を運送する ことを約し，相手方が

これに対して報酬すなわち巡貨を支払うことを約することによ

って成立する契約をしづ。旅客運送契約においては契約当事者

の一方は旅客であるが， 五E送される旅客と同一人でない場合が

ある。すなわち旅客運送契約は一般の場合w札窓口で当事者の

合意にもとづき乗車券購求の際に成立すると いうのが通説であ

るが，契約の当事者である乗車券購求者が代人等で，災際に梁

I)I船する旅客と 同一人でない場合がある。また旅客運送契約は

巡送営業者が旅客を目的地まで巡送しなければならないという

低務を :íH且し ， 旅客は報酬すなわち巡貨を支払わなければなら

ないというfiU事を負担することから ， 双務契約であり ， かつ有

償契約である。

旅客巡送契約は当事者の合意によってただちに成立する諾成

りよかくうん

契約である。鉄道のように不特定多数の利用者を相手方とする

企業においては，当事者間で個別的に契約内容を話合うことは

不可能なので， 鉄道側において一方的にその契約内容である巡

送約款を定めて， これを公示する方法を採っており，この点か

らして， 旅客迎送契約は付合契約である。なお旅客巡送契約の

成立の時期については， 乗車の際の改札口における改欽(かし、き

ょう)のときまたは災際に乗車したときとしづ説もあるが， 前掲

のような乗車券発売の際と解することが通説となっている。

(平林喜三造)

りよかくうんそうのせいげん 旅客運送の制限 国鉄が旅

客の交通需要に必裂なだけの輸送能力をもつことはJ.'J!惣である

が， 交通需要には波動性があって，最高の交通告日袈を満たす輸

送能力を備蓄することは閤量産な場合がある。また天災IJj:変その

他やむをえない事由によって巡送上の支障が生ずることがある。

以上のような盟除lから， 旅客巡送の門情な遂行を確保するため

必要があるときは， 巡送約款にしたがってっき.のような各鍾の

制限を行う ことがある。これを旅客主u送の制限としづ。

l 乗車券の発売駅 ・ 発売枚数 ・ 発売時間 ・ 発売方法の制限。

2 乗車紛区間 ・ mI)I船経路 ・乗車船方法または乗車船する

列車 ・ 汽船および自動車の制限。

3 急行券 ・ 特別 2 等車券および寝台券の発売駅・発売枚数・

発売時間または発売方法の制限。

4 手回り品の数量の制限。

以上の制限を行う湯合は旅客におよぼす彩容も大きく，一方

この措置の円滑な遂行を J!JJするため， その制限内容をl関係駅の

待合室その他に掲示し， あらかじめ旅客に公示することを必要

条件としている。--'旅行関強。旅客巡送の停止。(平林在三造)

りよかくうんそうのでいし 旅客運送の停止 天災事変そ

の他やむをえない事由によって述送上の支障が生じ，その区間

発着または通過の旅客巡送を停止し， 原則としてその区 IlJl発着

または通過の乗車券の発売をしないこ とをLづ。この旅客巡送

の停止は旅客におよぼす影響も大きく ， 一方この摘i位の円滑な

遂行を期するために，旅客巡送の制限を行う場合と同級に， そ

の内容を関係駅の待合室その他に渇示し， あらかじめ旅客に公

示することを必袈条件としている。{平林喜三造)

りよかくうんちん 旅客運賃 巡輸業者が旅客を巡送する場

合に，運送の対!日目として旅客から収受する金額が旅客巡貨であ

る。鉄道をはじめ自動車 ・ 航空 ・ 水運等すべて旅客迎貨を収受

する。旅客巡S1を算出する基礎となる単価を旅客u率とし 、う。

旅客運送にあたって，巡輸染者が収受する対価には旅客運賃の

ほか， 各f1Iìの料金があるが， ここて寸主旅客運賃を中心と して記

述し， 必l}.l!に応じて料金に言及する。

1 m成形態による区別

旅客述uはその将軍!えの形態からこれを区別すれば，おおむね

距離比例制連U . 遠距離逓滋制運賃 ・ 地帯f制運賃と均一制運賃

の 4 種類に分けることができる。

( 1) 距離比例制述賃 距離の一定単位について定めた一定の

賃率を，述送の会距離に来じて計算する述貨をいうのであって，

L 、いかえれば，迎送距荷量に正比例して運賃綴が庁l大するもので

ある。この制度による巡貨は， 計算方法がきわめて簡単である

のが特色で， 賭外国のおもなる鉄道の旅客運賃はこの1L'lJl支を採

用しており，わが国でも ， 地干W1Lïj または均一制を災施していな

い地方鉄道 ・ 軌道では多く この制度を採用している。

国鉄においても明治 32 年の運賃改訂までは. 1 マイノレについ

て l 童話と L 、う ~é向性比例制j巡貨を採用していた。

(2) 遠距離逓滅1L'IJ巡賃運送距離が遠距維となるにしたが っ




